
第 21回電子情報化委員会 議事録（案） 
 

日時：2006年 2月 20日（月）17:00～19:30 

場所：JCI会議室 

出席者：野口委員長、金久保幹事、伊藤、甲斐、田嶋、三木の各委員 

（事務局）戸口、鳥居南、田中 

 

資料 

21-0：電子情報化委員会（第 21回）議事次第 

21-1：第 20回電子情報化委員会議事録（案） 

21-2：年次論文投稿についての報告 

21-3：メールニュースについての報告 

21-4：終了委員会 HPの掲載場所について 

21-5：JCI組織図（案） 

21-6：東京大学における多機能 ICカード導入プロジェクト 

 

議事 

1. 第 20回議事録（案）の確認 

 第 20回議事録（案）が確認された。メールニュース担当（2月、3月号）は甲斐委員にお願い

した。 

 

2. 年次大会関連について 

 事務局から資料 21-2に基づき、年次大会関連の説明があった。 

・ ドメインの契約関連（一時、不通となるときがあった）、申込み締切り後の投稿申込み（断っ

た）の説明があった。査読原稿投稿に関しては特にトラブルなし。 

・ Adobe Acrobat以外での pdf変換が 18件あった。今後、訂正をお願いする。画像変換の pdfが

見られる（スキャナ付属機能か？）。 

・ ファイルサイズの 750kB が小さいという意見が 1 件あった。ファイルサイズの統計データを

調査することとした。（事務局） 

・ 投稿申込みの是非を問うためには、4月開催の査読委員会にて提案した方がよい。 

 

3. メールニュースについて 

(1) 資料 21-3に基づき、メールニュース登録者データの説明があった。 

・ 11/10時点の 478名（会員 208名、非会員 270名）から、2/16現在で 719名（会員 306名、非

会員 413名）に増加した。 

・ 社内ネットに転載したいとの要望があり、全文掲載ということで了解した。 

(2) 資料 21-3に基づき、ACF対応委員会からのメールニュース掲載依頼について議論した。 

・ 掲載依頼内容は ACF（アジアコンクリート連盟）国際会議論文募集であり、JCIと直接的関連

のあるものではないことから、掲載位置等、考慮する必要がある。 



・ 依頼自体は JCIの委員会からで、コンクリート工学誌会告に掲載されていない情報の発信とな

り、このような形でのメールニュースの活用は積極的に図るべきである。 

・ 例えば会告とは関係なく情報を収集し、月末にも発信できるようにするという方法も考えら

れる。その際には、宣伝への傾向、希望者の仕分けに注意する必要がある。 

(3) 次回担当について 

・ 4月、5月号は、伊藤委員にお願いする。 

 

4. 研究委員会ホームページについて 

 資料 21-4に基づき、研究委員会の HPについて報告があった。 

・ 現状のサーバーについて、事務局から説明があった。 

・ 終了する委員会については、順次「終了委員会」、「これまでの研究委員会」に移動し、リン

クを残す。 

・ アカウントについては、新設委員会と終了委員会でバッティングする時期があるので、さら

にアカウントを用意する。 

・ 「これまでの研究委員会」で、独自に HPを解説していた過去の委員会に呼びかけ、JCIのサ

ーバーにアップしてリンクを貼るようにする。（野口、事務局） 

・ 各委員会のリクエスト数を、研究委員会（親委員会）で紹介する。（事務局） 

 

5. コンクリート工学の電子化について 

 4月から、編集委員会が新体制（芳村委員長）になるので、その時点で意見を伺う。（甲斐） 

 

6. 会員証のカード化について 

(1) 資料 21-6に基づき、東京大学での ICカード導入について紹介があった。 

・ DC と NTT との連携により、ID 機能とクレジットカード機能がある。JCI でのカード化が、

どこを対象として、どのようなメリットがあるか今後も議論する必要がある。 

(2) 資料 21-6に基づき、ASCEの電子ジャーナルの紹介があった。 

・ 40件のダウンロードで、年 140ドルである（3.50ドル／件）。 

 

7. その他 

(1) 資料 21-5に基づき、新年度の JCI組織替えについて、紹介があった。 

・ 従来学術委員会に種々の委員会が含まれていたが、技術担当副会長の基に技術委員会、標準

化委員会が設置される。電子情報化委員会は技術担当に含まれる。また、新たに広報委員会

が設置される。JCIの HP等は、広報委員会担当となる。 

(2) 委員の新たな作業分担は、今後必要性がある時に再度決定する。 

(3) 次回委員会は、2006年 4月 19日（水）17:00～ 

 

＜＜タスクリスト＞＞ 

［短期］ 

・メールニュース原稿準備（甲斐、伊藤）：会誌概要へのリンク、ACF依頼（原稿を甲斐委員に） 



・過去の研究委員会 HP掲載依頼（野口、事務局） 

・終了研究委員会の HP整理（事務局） 

・研究委員会での HPアクセス数紹介（事務局） 

・年次論文ファイル容量調査（事務局） 

・コンクリート工学電子化に関する編集委員会との打ち合わせ（甲斐） 

 

［長期］ 

・メールニュース活用アイデア（各委員） 

・コンクリート工学電子化メリットデメリット（各委員） 

・会員証のカード化 

・コンクリート工学論文集の電子化、検索システム 

・電子化全般：メリットデメリット、事務局の方針、理事会等への提案、長期方針 

・課金システム検討 

 

 


